
めいわ広報
２０１２(平成２４）年

５
No．１６４

４月１２　４月１２日日

明和中学校の交通安全教明和中学校の交通安全教室室
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（２）

内田美希選手
   ロンドン五輪代表

 ～
４
月
　
日
、
内
田
美
希
さ
ん
（
関

１８

東
学
園
付
属
高
校
３
年
生
）
が
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
報
告
を
町
長

に
す
る
た
め
役
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
よ
ろ
こ
び

町
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定

お
め
で
と
う
。

内
田
選
手
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

町
長
　
日
本
選
手
権
、
Ｔ
Ｖ
の
前
で

応
援
し
て
た
よ
。
画
面
を
通
し
て

も
、
す
ご
い
気
迫
が
伝
わ
っ
て
き

て
良
か
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

決
ま
っ
て
生
活
が
変
わ
っ
た
？

内
田
選
手
　
そ
う
で
す
ね
、
日
本
選

手
権
の
前
と
後
で
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
毎
日
忙
し
い
で
す
。

町
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

内
田
選
手
　
大
会
ま
で
国
内
・
海
外

合
宿
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

町
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
最

後
の
追
い
込
み
、
無
理
せ
ず
頑

張
っ
て
ね
。

最
初
の
報
告
は
お
母
さ
ん

町
長
　
日
本
選
手
権
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、
初
々
し
く
て
良
か
っ

た
よ
。

内
田
選
手
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

町
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
決

ま
っ
た
時
、
誰
に
一
番
最
初
に
報

告
し
た
の
？

内
田
選
手
　
お
母
さ
ん
で
す
。
大
会

が
終
わ
っ
て
携
帯
を
見
た
ら
、
た

く
さ
ん
電
話
や
メ
ー
ル
が
き
て
た

の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
最
初
に
お

母
さ
ん
に
報
告
し
た
く
て
、
す
ぐ

メ
ー
ル
し
ま
し
た
。

町
長
　
や
っ
ぱ
り
お
母
さ
ん
だ
よ

ね
。
た
く
さ
ん
連
絡
が
き
て
た
っ

て
こ
と
は
、
友
達
や
学
校
で
の
反

応
は
ど
う
な
の
？
人
気
者
な
ん

じ
ゃ
な
い
？

内
田
選
手
 　
い
え
い
え
、
そ
ん
な
こ

と
な
い
で
す
。
で
も
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
や
先
生
が
た
も
、
す
ご
い
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

町
長
　
そ
れ
は
嬉
し
か
っ
た
だ
ろ

う
ね
。
内
田
さ
ん
は
明
和
町
の
誇

り
で
あ
る
よ
う
に
、
き
っ
と
内
田

さ
ん
の
周
り
の
み
ん
な
も
誇
り
に

思
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

内
田
選
手
　
は
い
。
そ
う
だ
と
嬉
し

い
で
す
。

目
標
は
表
彰
台

町
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
目
標

は
？

内
田
選
手
　
代
表
選
手
み
ん
な
の
目

標
で
す
が
、
表
彰
台
に
あ
が
り
メ

ダ
ル
を
も
ら
う
こ
と
で
す
。

町
長
　
ぜ
ひ
、
金
メ
ダ
ル
を
持
ち

帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
メ
ダ
ル

を
か
け
た
内
田
選
手
と
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

内
田
選
手
　
は
い
。
頑
張
り
ま
す
　!!

本
日
は
、
激
励
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　新里在住（１７歳）競泳女子高生県内初　

　競泳のロンドン五輪代表選手選考競泳のロンドン五輪代表選手選考をを兼ねた日本選手権大会が、４兼ねた日本選手権大会が、４

月月６日、東京辰巳国際競泳場で行わ６日、東京辰巳国際競泳場で行われれました。女子１００㍍ 自由形ました。女子１００㍍ 自由形決決

勝が行われ、内田美希選手勝が行われ、内田美希選手らら上位４人の合計タ上位４人の合計タイムが４００㍍ リレーイムが４００㍍ リレー

の派遣標準記録の派遣標準記録をを突破し、内田選手が初の五輪代突破し、内田選手が初の五輪代表表になりました。になりました。
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私
が
初
め
て
内
田
選
手
を
見
た

の
は
、
練
習
前
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
だ
っ
た
ん
で
す
。
も
と
も

と
内
田
選
手
は
バ
タ
フ
ラ
イ
を
専

門
に
泳
い
で
い
た
の
で
す
が
、

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
際
に
ク

ロ
ー
ル
を
泳
い
で
い
る
姿
を
見
て

直
感
し
ま
し
た
。「
こ
の
子
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
」
と
。

な
ん
と
か
し
て
、
バ
タ
フ
ラ
イ
か

ら
ク
ロ
ー
ル
専
門
に
変
え
さ
せ
た

い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
本
人
が

嫌
が
り
ま
し
て
ね
。
そ
こ
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
バ
タ

フ
ラ
イ
を
泳
ぎ
、
良
い
記
録
が
で

な
か
っ
た
ら
ク
ロ
ー
ル
専
門
に
変

え
る
と
い
う
約
束
を
し
た
ん
で
す
。

結
果
、
こ
の
日
か
ら
私
と
内
田
選

手
の
２
人
３
脚
の
日
々
が
始
ま
り

ま
し
た
。

密
度
の
濃
い
練
習

　
内
田
選
手
が
拠
点
を
置
い
て
い

る
ス
ウ
ィ
ン
館
林
は
、
営
業
プ
ー

ル
の
た
め
練
習
時
間
が
ど
う
し
て

も
限
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
そ

の
た
め
、
他
の
選
手
が
毎
日
約
８

０
０
０
～
１
２
０
０
０
㍍
泳
ぐ
と

こ
ろ
を
内
田
選
手
は
約
４
０
０
０

～
６
０
０
０
㍍
と
他
の
選
手
に
比

べ
毎
日
の
練
習
量
が
ど
う
し
て
も

少
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
い
か
に
密
度

の
濃
い
練
習
を
す
る
か
が
勝
負
だ

と
内
田
選
手
に
は
い
つ
も
言
っ
て

る
ん
で
す
。

体
調
管
理

　
水
泳
は
陸
上
の
５
倍
の
カ
ロ

リ
ー
を
消
費
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
ん
で
す
。
そ
の
た
め
、
普
通
の

人
の
倍
は
量
を
食
べ
て
ほ
し
い
の

で
す
が
、
内
田
選
手
は
食
が
細
く

て
食
べ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

時
々
も
っ
と
食
べ
る
よ
う
注
意
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
お
肉

は
別
腹
み
た
い
で
食
べ
て
く
れ
ま

す
（
笑
）

内
田
選
手
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　「
４
年
後
は
エ
ー
ス
に
な
れ
　
」
!!

日
本
代
表
の
先
頭
に
立
ち
み
ん
な

を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
選
手
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
一
言
に
尽

き
ま
す
ね
。

スポーツ少年団　

　スイミング部 新里区長　堀口純一さん

町の人達からの応援メッセージ

　西小の児童 　海洋センター　水泳教室の子どもたち

　     みんなの声が、みんなの心が 内田美希さんの追い風となれ！

内
田
選
手
を
育
て
た
蟹
和
正
昭
コ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ウ
ィ
ン
館
林
ス
ク
ー
ル
長
）

中学校長と生徒



（４）

よろしくお願いします

　
４
月
１
日
、
館
林
地
区
消

防
組
合
明
和
消
防
団
辞
令
交

付
式
が
明
和
消
防
署
会
議
室

で
行
わ
れ
、
岡
住
団
長
か
ら
、

新
入
団
員
に
そ
れ
ぞ
れ
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
団
員
の
構
成
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　　

　
【
明
和
消
防
団
】　

　
■
本
部

　
団
　
長
　
　
岡
住
和
良

　
副
団
長
　
　
早
川
和
範

　
副
団
長
　
　
増
田
　
正

　
第
１
分
団

　
分
団
長
　
　
大
川
友
矢

　
副
分
団
長
　
野
本
寿
久

　
第
１
班
長
　
橋
本
　
明

　
団
員

　
砂
賀
大
輔
　
砂
賀
雅
彦
　

　
中
村
健
一
　
小
林
正
和
　

　
阿
部
吉
雄
　
今
井
基
行
　

　
渡
邉
　
純
　
中
村
高
誌
　

　
江
森
大
介
　
髙
谷
佳
尚

　
野
中
　
丈
　
小
林
克
至
　

　
二
十
里
和
彦

　
第
２
班
長
　
野
口
和
正

　
団
員

　
石
川
秀
和
　
栗
原
貴
久
　

　
小
島
　
修
　
小
久
保
智
広

　
秋
山
晃
司
　
木
村
浩
志
　

　
滝
口
雅
也
　
北
島
直
哉
　

　
野
本
　
拡
　
藤
野
一
也

　
柿
沼
輝
明
　
今
成
直
人
　

　
奈
良
純
一

　
第
２
分
団

　
分
団
長
　
　
野
中
英
二

　
副
分
団
長
　
赤
坂
享
信

　
第
１
班
長
　
森
尻
政
仁

　
団
員

　
平
井
　
学
　
森
尻
貴
之
　

　
島
田
照
康
　
村
田
和
雄
　

　
髙
瀬
陽
司
　
金
子
昌
仁

　
田
名
網
隆
博
　
赤
松
武
士

　
岡
安
将
幸
　
小
松
原
秀
人

　
眞
舩
貴
之
　
門
田
　
徹
　

　
香
山
裕
一

　
第
２
班
長
　
太
田
雅
仁

　
団
員

　
小
林
弘
樹
　
吉
永
修
和
　

　
高
沢
政
己
　
飯
島
一
馬
　

　
神
谷
晃
一
　
堀
口
雅
之
　

　
清
水
明
雄
　
木
村
一
夫
　

　
立
木
将
宏
　
髙
野
謙
太
郎

　
立
川
和
彦
　
西
郡
勇
樹
　

　
野
口
博
康

　
第
３
分
団

　
分
団
長
　
　
吉
本
和
浩

　
副
分
団
長
　
笹
野
　
正

　
第
１
班
長
　
薗
田
明
浩

　
団
員

　
島
田
　
聡
　
石
川
享
良
　

　
原
口
将
信
　
田
口
　
忍
　

　
松
本
幸
英
　
尾
崎
宏
和
　

　
原
口
勝
行
　
斉
藤
和
弘
　

　
荒
井
信
行
　
村
田
和
宏

　
斎
藤
　
大
　
藤
野
守
保
　

　
田
口
裕
史

　
第
２
班
長
　
今
成
裕
矢

　
団
員

　
篠
木
映
文
　
照
内
健
司
　

　
岩
崎
光
宏
　
泉
田
幸
男
　

　
石
崎
　
仁
　
織
田
洋
史
　

　
臼
井
修
一
　
島
田
伸
隆
　

　
金
子
明
久
　
渋
沢
健
輔

　
篠
木
真
史
　
石
村
優
介
　

　
奈
良
原
　
秀

　【
婦
人
消
防
隊
】　

　
■
本
部

　
隊
　
長
　
長
沼
幸
代

　
副
隊
長
　
松
岡
真
澄

　
副
隊
長
　
横
塚
栄
子

　
書
　
記
　
二
瓶
友
子

　
会
　
計
　
小
田
洋
子

　
監
　
事
　
長
谷
川
優
子

　
監
　
事
　
石
村
美
代
子

　
地
区
隊
長

　
斗
合
田
　
飯
島
照
代

　
下
江
黒
　
新
井
静
枝

　
上
江
黒
　
石
川
千
津
子

　
千
津
井
　
峯
﨑
映
見
子

　
江
　
口
　
新
井
由
美

　
田
　
島
　
蛭
間
洋
子

　
南
大
島
　
鬼
束
智
江

　
新
　
里
　
長
谷
川
優
子

　
中
　
谷
　
荒
谷
初
美

　
梅
　
原
　
江
森
智
恵
子

　
川
　
俣
　
小
田
洋
子

　
須
　
賀
　
落
合
宏
美

　
大
　
輪
　
松
本
と
み
枝

　
入
ヶ
谷
　
金
子
房
江

　
矢
　
島
　
渡
邉
百
合
子

　
大
佐
貫
　
石
村
美
代
子

宣誓書を読む新消防団員

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

地
域
に
密
着
し
た

　
町
の
駐
在
に

明
和
駐
在
所
に

　
鳥
山
巡
査
着
任
　

　

　

　
群
馬
県
警
察
の
人
事

異
動
に
よ
り
、
明
和
駐

在
所
に
鳥
山
 愛
 巡
査
が

い
つ
み

着
任
し
ま
し
た
。

　
鳥
山
巡
査
は
「
３
月

　
日
か
ら
明
和
駐
在
所

２６に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
に
密

着
し
た
町
の
駐
在
さ
ん

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
見
か
け

た
ら
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
町
の
安
全
を
守
り
ま
す
 

　
新
し
い
団
員
を
紹
介
し
ま
す
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地区・団体役員を紹介します

地
域
の
新
し
い
役
員

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　
元
気
の
出
る
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
 

【
母
子
保
健
推
進
員
】

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

小
暮
　
定
江
　
　
斗
合
田

田
村
　
惠
子
　
　
斗
合
田

荻
野
　
織
惠
　
　
下
江
黒

佐
藤
　
冨
美
子
　
下
江
黒

森
田
　
文
子
　
　
上
江
黒

田
村
　
し
げ
子
　
上
江
黒

吉
田
　
清
江
　
　
千
津
井

長
谷
川
幸
子
　
　
千
津
井

秋
山
　
由
美
子
　
江
　
口

奥
澤
　
文
代
　
　
江
　
口

田
端
　
悦
子
　
　
田
　
島

奈
良
　
か
つ
子
　
田
　
島

原
　
　
満
子
　
　
南
大
島

森
　
　
君
惠
　
　
南
大
島

香
山
　
ク
ニ
　
　
南
大
島

森
　
　
澄
子
　
　
南
大
島

堀
口
　
美
知
子
　
新
　
里

江
森
　
佳
世
子
　
新
　
里

澤
田
　
登
喜
枝
　
新
　
里

關
　
　
順
子
　
　
新
　
里

奥
澤
　
す
み
子
　
新
　
里

関
根
　
和
子
　
　
中
　
谷

成
田
　
匡
代
　
　
中
　
谷

石
村
　
智
映
子
　
中
　
谷

渥
美
　
美
智
子
　
中
　
谷

川
島
　
志
津
子
　
梅
　
原

鈴
木
　
ス
イ
子
　
梅
　
原

黒
澤
　
順
子
　
　
梅
　
原

柳
井
　
美
智
子
　
川
　
俣

落
合
　
み
ち
子
　
川
　
俣

関
根
　
よ
し
子
　
須
　
賀

関
根
　
は
つ
江
　
須
　
賀

田
口
　
靜
江
　
　
大
　
輪

吉
本
　
喜
代
江
　
大
　
輪

齋
藤
　
良
江
　
　
大
　
輪

金
子
　
幸
子
　
　
入
ヶ
谷

樽
見
　
賀
津
惠
　
矢
　
島

泉
田
　
文
子
　
　
矢
　
島

栗
原
　
あ
け
み
　
大
佐
貫

篠
木
　
千
枝
子
　
大
佐
貫

【
子
ど
も
会
役
員
】

　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

会
　
長
　

栗
原
　
孝
夫
　
　
南
大
島

副
会
長
　

森
　
　
和
之
　
　
大
佐
貫

石
井
　
明
子
　
　
南
大
島

青
山
　
健
　
　
　
新
　
里

書
　
記

関
口
　
秀
一
　
　
江
　
口

山
岸
　
英
美
　
　
大
佐
貫

藤
野
　
良
治
　
　
矢
　
島

会
　
計
　

田
中
　
千
穂
　
　
中
　
谷

谷
川
　
真
悟
　
　
千
津
井

山
本
　
和
博
　
　
田
　
島

幹
　
事
　

阿
部
　
み
ど
り
　
斗
合
田

篠
原
　
利
也
　
　
下
江
黒

小
倉
　
英
子
　
　
上
江
黒

柏
木
　
政
一
　
　
梅
　
原

内
村
　
寿
美
　
　
川
　
俣

杉
田
　
治
　
　
　
須
　
賀

村
田
　
ナ
ツ
子
　
大
　
輪

岩
﨑
　
光
宏
　
　
入
ヶ
谷

顧
　
問
　

真
田
　
輝
男
　
　
新
　
里

地
区
役
員
 

　
村
　
好
一
　
　
斗
合
田

中
村
　
一
雄
　
　
下
江
黒

野
中
　
丈
　
　
　
上
江
黒

澤
井
　
清
二
朗
　
千
津
井

小
池
　
清
之
　
　
江
　
口

奈
良
原
　
篤
　
　
田
　
島

田
名
網
美
惠
子
　
南
大
島

大
西
　
雅
恵
　
　
新
　
里

石
田
　
真
介
　
　
中
　
谷

立
川
　
陽
子
　
　
梅
　
原

佐
藤
　
恵
美
　
　
梅
　
原

遠
藤
　
真
由
実
　
川
　
俣

関
根
　
智
大
　
　
須
　
賀

内
山
　
博
史
　
　
大
　
輪

村
田
　
真
　
　
　
大
　
輪

金
子
　
功
　
　
　
入
ヶ
谷

石
﨑
　
義
弘
　
　
矢
　
島

中
島
　
美
香
　
　
大
佐
貫

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
】

　
　
　
　
　
　
　
　
 （
敬
称
略
）

※
従
来
の
「
体
育
指
導
委
員
」
の

名
称
が
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

蓮
見
　
行
雄
　（
新
）
斗
合
田

篠
原
　
和
浩
　（
旧
）
下
江
黒

多
田
　
廣
子
　（
新
）
上
江
黒

横
塚
　
保
   　（
旧
）
千
津
井

新
井
　
芳
雄
　（
新
）
江
　
口

矢
島
　
き
よ
子（
旧
） 田
　
島

久
保
口
喜
代
美（
新
） 南
大
島

小
田
木
良
文
　（
旧
）
新
　
里

榎
本
　
貴
司
　（
新
）
中
　
谷

川
島
　
吉
男
　（
旧
）
梅
　
原

有
田
　
理
恵
　（
旧
）
川
　
俣

大
室
　
直
樹
　（
新
）
須
　
賀

柿
沼
　
守
　
　（
旧
）
大
　
輪

蓮
見
　
幸
夫
　（
旧
）
入
ヶ
谷

清
水
　
一
雄
　（
旧
）
矢
　
島

中
島
　
清
   　（
旧
）
大
佐
貫

真
田
　
輝
男
　（
旧
）
競
技
別

堀
越
　
守
　
　（
新
）
東
  小

高
際
　
幸
治
　（
旧
）
西
  小

宇
野
　
勝
夫
　（
新
）
明
  中

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
】

                        （
敬
称
略
）

　
会
　
長
　
須
藤
   敏
子
 

　
副
会
長
　
始
澤
　
修
子

　
　
　
　
　
野
本
　
清
子
 

　
　
　
　
　
長
谷
川
照
子

　
会
　
計
　
金
子
　
敏
子

　
監
　
事
　
鈴
木
   由
美
子

　
　
　
　
　
石
塚
　
弘
子

　
理
   事
　
　
　

　
斗
合
田
　
阿
部
　
光
子

　
下
江
黒
　
小
林
　
安
代

　
上
江
黒
　
砂
賀
　
光
子

　
千
津
井
　
塚
原
　
あ
き
よ

　
江
　
口
　
柿
沼
　
文
江

　
南
大
島
　
岡
安
　
み
つ
子

　
　
　
　
　
平
石
　
妙
子

　
新
里
上
　
坂
村
　
登
美
江

　
新
里
下
　
小
田
木
美
知
子

　
　
　
　
　
武
井
　
光
江

　
中
　
谷
　
橋
本
　
文
江

　
　
　
　
　
榎
本
    晏
子

　
梅
原
下
　
五
十
嵐
勝
美

　
須
　
賀
　
落
合
　
勝
子

　
大
　
輪
　
梅
澤
　
洋
子

　
入
ヶ
谷
　
早
川
   松
枝

　
大
佐
貫
　
鯉
沼
　
照
子

　
　
　
　
　
篠
木
　
マ
サ
子
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（６）

総
務
課

　
　
　
　
　
　
  内
線
２
１
２

任
期
満
了
に
伴
う
明

和
町
選
挙
管
理
委
員

選
挙

　
３
月
　
日
、
明
和
町
議
会
に

１６

お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
明

和
町
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
須
藤
敏
子
さ
ん
が
新

た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

新
し
い
構
成
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
                 立
岡
正
夫

同
職
務
代
理
者
      薗
部
健
夫

委
　
員
　
　
　
　
　
 仲
村
國
男

委
　
員
　
　
　
　
　
 須
藤
敏
子

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
村

田
謙
一
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
１
期
４
年
の
選
挙
の
適
正

な
管
理
執
行
と
明
る
く
正
し
い

選
挙
運
動
の
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

経
済
建
設
課

　
　
　
　
　
　
  内
線
１
５
２

平
成
　

年
度
農
作
業

２４

標
準
賃
金
が
決
ま
り

ま
し
た

　
今
年
の
「
農
作
業
標
準
賃
金
」

が
決
定
し
ま
し
た
。
料
金
は
標

準
額
で
す
。
ほ
場
条
件
・
地
域
間

で
そ
れ
ぞ
れ
格
差
が
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
の
で
、
参
考
と
し

て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
稲
作
業
】　
（
　
ａ
当
た
り
）

１０

耕
起
　
４
、
８
０
０
円
（
１
番
う

な
い
）
、
３
、
８
０
０
円
（
２
番

う
な
い
）

代
か
き
　
６
、
３
０
０
円

耕
起
～
代
か
き
   １
３
、
０
０
０

円代
か
き
の
み
　
６
、
０
０
０
円

（
委
託
し
た
場
合
）

育
苗
（
種
苗
） 
１
３
、
７
０
０

円
（
苗
箱
　
枚
標
準
、
一
切
受
託

２０

者
持
ち
）
、
１
２
、
０
０
０
円

（
苗
箱
　
枚
標
準
種
子
、
苗
箱
は

２０

委
託
者
持
ち
）　

田
植
　
７
、
０
０
０
円
（
機
械
植

補
植
な
し
）

育
苗
～
田
植
　
１
９
、
０
０
０

円コ
ン
バ
イ
ン
刈
取
り
　
１
６
、

０
０
０
円
（
結
束
は
２
、
０
０
０

円
高
）

コ
ン
バ
イ
ン
一
貫
作
業
　
２
７
、

８
０
０
円
（
結
束
は
２
、
０
０
０

円
高
）　

乾
燥
 籾
摺
 り
調
整
　
１
、
４
０

も

み

す

０
円
（
１
俵
当
た
り
）　

籾
摺
り
調
整
　
７
０
０
円
（
１
俵

当
た
り
）　

【
麦
作
業
】　
（
　
ａ
当
た
り
）

１０

耕
起
　
５
、
７
０
０
円

施
肥
 播
種
 　
４
、
２
０
０
円

は

し

ゅ

 覆
土
 　
２
、
９
０
０
円

ふ

く

ど

刈

取

り
　
１

５
、
２

０

０

円

セ
ッ
ト
　
２
６
、
５
０
０
円
（
刈

取
り
か
ら
乾
燥
、
調
整
）　

【
そ
の
他
】　

 畦
畔
 作
業
　
　
円
／
ｍ
（
機
械
に

け

い

は

ん

４０

よ
る
）　

農
繁
期
農
作
業
労
賃
　
８
、
０

０
０
円
（
１
日
当
た
り
）　

※
農
休
日
は
、
７
月
６
日
　
・
７

（金）

日
　
・
８
日
　
の
３
日
間
に
決
ま

（土）

（日）

り
ま
し
た
。

明
和
ま
つ
り

　
８
月
５
日
に
開
催

　
明
和
町
で
は
、
平
成
　
年
度

２４

の
明
和
ま
つ
り
を
８
月
５
日
　（日）

に
開
催
し
ま
す
。
夏
の
盛
り
、

皆
さ
ん
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う

盛
大
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
併
せ
て
、
明
和
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
も
ら
え
る
一
般
出

演
者
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

申
込
資
格
　
町
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
か
た
で
、
３
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
（
代
表
者
が
　
歳
以

２０

上
の
か
た
）

発
表
演
目
　
１
グ
ル
ー
プ
１
演

目
で
、
時
間
は
最
大
　
分
１０

申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

２４

（木）

申
込
方
法
　
明
和
ま
つ
り
事
務

局
（
明
和
町
商
工
会
　
山
　
・
３

８４

１
３
０
、
役
場
経
済
建
設
課
）
へ

電
話
、
ま
た
は
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
明
和
ま
つ
り
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

こ
ち
ら
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
す

              （
山
　
・
３
２
９
９
）

８４

　
町
消
費
者
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

全
国
の
事
例
か
ら
参
考
に
な
る

も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
肥
料
用
消
石
灰
を
バ
ケ
ツ
に

入
れ
、
手
に
持
っ
て
畑
に
散
布

し
て
い
る
時
に
転
倒
し
た
。
そ

の
際
、
肥
料
用
消
石
灰
を
か
ぶ

り
、
消
石
灰
が
両
目
に
入
っ
て

し
ま
い
、
入
院
し
治
療
を
受
け

た
が
、
左
目
を
失
明
し
た
。

ひ
と
こ
と
助
言
 　
消
石
灰
は
強

い
ア
ル
カ
リ
性
の
物
質
で
、
皮

膚
や
目
、
呼
吸
器
な
ど
に
障
が

い
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
目

に
入
る
と
失
明
す
る
事
も
あ
り
、

使
用
す
る
際
は
、
保
護
メ
ガ
ネ
、

マ
ス
ク
等
を
着
用
し
て
、
取
扱

い
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。

相
談
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
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（７）広報めいわ　平成２４年５月１０日

住
民
福
祉
課

　
　
　
　
  内
線
１
４
４

子
ど
も
手
当
制
度
か
ら

児
童
手
当
制
度
に
代
わ

り
ま
し
た

・
平
成
　
年
　
月
か
ら
の
子
ど
も

２３

１０

手
当
特
別
措
置
法
に
よ
る
子
ど

も
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

・
平
成
　
年
５
月
ま
で
に
認
定
さ

２４

れ
た
か
た
は
、
６
月
に
現
況
届

を
提
出
し
な
い
と
６
月
以
降
の

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
公
務
員
の
か
た
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
。

支
給
対
象
：
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

か
た

支
払
時
期
　
原
則
と
し
て
毎
年

６
月
、　

月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ

１０

の
前
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
住
民
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
手
当
制
度
ご
存
じ

で
す
か

児
童
扶
養
手
当
（
母
子
・
父
子
家

庭
等
）

　
　
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

１８
初
の
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
あ

３１

る
児
童
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

場
合
は
　
歳
未
満
の
児
童
）
で
、

２０

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

父
母
家
庭
な
ど
の
父
母
ま
た
は

父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
か
た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
②
父
母
が
死
亡

③
父
母
が
重
度
の
障
が
い
者
（
国

民
年
金
法
お
よ
び
厚
生
年
金
法

に
よ
る
障
害
等
級
の
１
級
）
④
父

母
の
生
死
が
不
明
⑤
父
母
か
ら

１
年
以
上
遺
棄
⑥
未
婚
の
子
⑦

父
母
が
１
年
以
上
拘
禁

手
当
額
（
対
象
児
童
１
人
の
場
合
）

全
部
支
給
　
４
１
、
４
３
０
円

（
１
か
月
）

一
部
支
給
　
９
、
７
８
０
円
～

４
１
，
４
２
０
円
（
1
か
月
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
障
が
い
の

あ
る
児
童
）

　
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
　
歳
２０

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
か
た
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

手
当
額

１
級
（
重
度
）
一
人
に
つ
き

　
月
額
　
５
０
、
４
０
０
円

２
級
（
中
度
）
一
人
に
つ
き

　
月
額
　
３
３
、
５
７
０
円

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

①
父
母
・
養
育
者
お
よ
び
児
童
が

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

と
き
②
児
童
が
障
が
い
を
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
③
児
童
福
祉
法
に

よ
り
児
童
福
祉
施
設
等
（
通
所
施

設
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き

④
受
給
者
自
身
ま
た
は
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
前
年
の

所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
と
き

現
況
届
・
所
得
状
況
届
（
８
月
）

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
た
は
現
況
届
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

か
た
は
所
得
状
況
届
を
毎
年
８

月
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
に
よ
り
受
給
者
の
資
格
審
査

お
よ
び
所
得
審
査
を
行
い
手
当

の
支
給
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。　

　
後
日
通
知
し
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
詳
し
く
は
住
民
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
水
道
課

　
　
　
　
　
　
  内
線
１
７
２

子ども１人あたり支給月額区　　分

１５，０００円３歳未満

１０，０００円第１・２子３歳から

小学校修了前 １５，０００円第　３　子

１０，０００円中　学　生

※所得制限限度額を超過する方は月額５，０００円
（所得制限限度額については、平成２４年６月分から適用予定）

　【支給額一覧】

備 考
測定値（単位：マイクロシーベルト／ｈ）

所在地測定場所
月　日
天　候 地表５０ｾﾝﾁ１ﾒーﾄル

校庭・土0.0740.0740.069千津井東小学校

４月 ２４日

 晴れ

校庭・土0.0720.0810.076川 俣西小学校

校庭・土0.0780.0660.074新 里中 学 校

園庭・芝0.0970.0770.086田 島こども園

広場・土0.0730.0710.068南大島ふるさとの広場

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）

原水の種類採水地点採水月日 放射性セシウム137放射性セシウム134放射性ヨウ素131

基準値１０ﾍ゙ ｸﾚﾙ

不検出(0.6未満)不検出(0.5未満)不検出(0.7未満)地下水上江黒浄水場４月  ８日

不検出(0.8未満)不検出(0.9未満)不検出(0.7未満)地下水と表流水南大島浄水場４月１９日

不検出(0.9未満)不検出(0.7未満)不検出(0.7未満)地下水大輪浄水場４月２２日

水道水の検査結果

測定値（ﾍ゙ｸﾚﾙ/ｷﾛｸ゙ﾗﾑ）
試料名採取月日 放射性セシウム

137
放射性セシウム

134
放射性ヨウ素
131

１７８不検出脱水汚泥３月 ２１日

下水汚泥の検査結果(明和水質浄化センター）

空間放射線量
環境データ

※検出限界値未満の場合は「不検出」と表記しています
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（８）

健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
  内
線
１
２
６

健
康
ヨ
ー
ガ
教
室
参
加

者
募
集
！

　
ヨ
ー
ガ
で
か
ら
だ
を
若
返
ら

せ
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

ま
せ
ん
か
？

効
　
果
　
①
か
ら
だ
を
若
返
ら

せ
る
②
柔
軟
性
が
増
し
転
倒
予

防
に
な
る
③
精
神
的
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
に
な
る

と
　
き
　
５
月
　
日
　
・
　
日
　
、

２８

（月）

３１

（木）

６
月
４
日
　
・
７
日
　
　
全
４
回

（月）

（木）

午
前
　
時
～
午
前
　
時
　
分

１０

１１

３０

と
こ
ろ
   中
央
公
民
館
（
和
室
）  

対
　
象
　
　
歳
以
上
の
か
た
　
  

５５

内
　
容
   ヨ
ー
ガ
の
実
践
         

講
　
師
　
奈
良
勝
美
さ
ん
　
　

（
日
本
ヨ
ー
ガ
禅
道
友
会
・
元
体
育
教
諭
）

定
　
員
　
　
人
２０

参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
  

申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

３
B
体
操
教
室
参
加
者

募
集

　
３
B
体
操
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、

ベ
ル
タ
ー
と
い
う
道
具
を
使
っ

て
、
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
て

行
う
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
健
康
体
操
で
す
。
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

と
　
き
　
６
月
５
日
　
・
　

日

（火）

１２

　
・
　
日
　
・
　
日
　
、
７
月
３

（火）

１９

（火）

２６

（火）

日
　
・
　

日
　
　
全
６
回

（火）

１０

（火）

午
後
１
時
　
分
～
午
後
３
時
　
  

３０

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
会
館
　
　
  

対
　
象
　
　
歳
以
上
の
か
た
　
  

５５

内
　
容
　
３
Ｂ
体
操
の
実
践
　
  

講
　
師
　
野
村
シ
ノ
ブ
さ
ん
　

（
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
　
公
認
指
導
者
）

定
　
員
　
　
人
程
度
（
先
着
順
）

２０

参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
  

申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
介
護
予
防
の
必
要
性
や
方
法

を
理
解
し
、
高
齢
者
が
住
み
な

れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
生
活

す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
役
と

し
て
、
地
域
で
活
動
で
き
る
「
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
を

行
い
ま
す
。

と
　
き
　
▼
初
級
研
修
　
６
月

　
日
　
　
午
前
９
時
　
分
～
正

２７

（水）

３０

午
　
▼
中
級
研
修
　
７
月
４
日

　
・
　
日
　
・
　
日
　
　
午
前
９

（水）

１１

（水）

１８

（水）

時
　
分
～
正
午

３０
と
こ
ろ
　
館
林
市
文
化
会
館

内
　
容
　
介
護
予
防
の
知
識
、

栄
養
お
よ
び
口
腔
ケ
ア
等
の
講

話
、
運
動
の
実
践
（
筋
ト
レ
・
体

操
な
ど
）

定
　
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

対
　
象
　
介
護
予
防
に
関
心
が

あ
り
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
か
た

申
込
期
限
　
６
月
　
日
　

２０

（水）

費
　
用
　
無
料

そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
飲
み
物
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　国
民
年
金
の
学
生
納
付

特
例
制
度

　
国
民
年
金
に
は
　
歳
以
上
の

２０

学
生
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
収
入
が
一
定
額

以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
学
生
納
付
特
例
制
度
）

　
こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入

に
関
係
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
は
学
生
本
人
に
所
得
が
な
い

こ
と
か
ら
、
大
部
分
の
学
生
は

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
（
一
部
の
学
校
は
こ
の

制
度
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

　
承
認
期
間
は
、
平
成
　

年
４

２４

月
か
ら
平
成
　
年
３
月
ま
で
で

２５

す
。
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申

請
さ
れ
る
か
た
は
、
学
生
証
等

を
お
持
ち
に
な
り
、
健
康
づ
く

り
課
（
３
番
窓
口
）
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
。

　
な
お
、
既
に
学
生
納
付
特
例

の
申
請
を
さ
れ
て
い
て
、
翌
年

度
以
降
も
在
学
見
込
み
の
か
た

は
、
毎
年
３
月
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書
を

郵
送
す
る
だ
け
で
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

　
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金

の
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
老
齢
基
礎

年
金
の
満
額
受
給
に
は
、
　

年
１０

以
内
の
保
険
料
追
納
が
必
要
で

す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

ま
た
は
太
田
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課
（
山
　
・
３
７
１
２
）
へ

４９

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
イ
タ
ウ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー

内
線
１
０
０
／
２
２
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

内
　
容
　
子
ど
も
の
保
育
・
読
み

聞
か
せ
・
災
害
救
援
・
イ
ベ
ン
ト

･
施
設
行
事
等
、
趣
味
や
特
技
を

活
か
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
マ
イ
タ
ウ
ン
支

援
セ
ン
タ
ー
（
担
当
薗
部
・
役
場

広
報
編
集
室
内
）
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
　
　
　
　

東
松
島
市
へ

　
Ｋ
１
選
手
と

　
　
復
興
支
援

　
４
月
　
日
　
、
上
州
風
の

３０

(月)

会
（
代
表
山
野
井
幸
男
氏
）
主

催
で
、
子
ど
も
に
夢
と
希
望
を

与
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
で
、
東
松
島
市
に
て
復
興
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
か
ら
Ｋ
１
選
手
も
参

加
し
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
等
を
使
い
、

大
曲
小
学
校
敷
地
内
枯
木
伐

採
作
業
等
を
し
、
更
に
子
ど
も

達
に
上
毛
か
る
た
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
恵
比
寿
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
》
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。
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（９）広報めいわ　平成２４年５月１０日

生
涯
学
習
課

社
会
体
育
館

                   （
山
　
・
４
６
２
６
）

８４

第
６
回
明
和
町
近
県
ピ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

①
参
加
者
募
集

　
新
種
桃
「
明
和
の
乙
女
」
誕
生

を
記
念
し
て
考
案
さ
れ
た
３
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。
気
軽

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
６
月
　
日
　

２４

（日）

と
こ
ろ
　
社
会
体
育
館
・
明
和
中

学
校
体
育
館

対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女

部
　
門
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

参
加
費
　
１
、
０
０
０
円
（
１

チ
ー
ム
）

申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

２６

（土）

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、

直
接
、
社
会
体
育
館
へ
（
月
・
火

曜
日
を
除
く
）

②
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と
　
き
　
６
月
　

日
　

大
会
準

２３

（土）

備
、　

日
　
大
会
運
営

２４

（日）

定
　
員
　
　
人
２０

申
込
期
限
　
６
月
９
日
　（土）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接
、

社
会
体
育
館
へ
（
月
・
火
曜
日
を

除
く
） 

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の

ラ
ジ
オ
体
操
教
室
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

と
　
き
　
６
月
の
毎
週
土
曜
日

（
５
日
間
）

午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
講
堂
ま

た
は
社
会
体
育
館

対
　
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

定
　
員
　
　
人
程
度

３０

参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
代
含
）

申
込
方
法
　
直
接
、
社
会
体
育

館
へ
（
月
・
火
曜
日
を
除
く
）

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
 （
山
　
・
５
５
１
１
）

８４

第
　
回
明
和
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

１４
タ
ー
水
泳
記
録
会
参
加
者
募
集

と
　
き
　
６
月
　

日
　
　
午
前

２４

（日）

９
時
開
場

と
こ
ろ
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
小
学
生
以
上
の
海
洋

セ
ン
タ
ー
利
用
者

申
込
期
間
　
５
月
６
日
　
～
６

（日）

月
３
日
　
　
午
前
　
時
～
午
後

（日）

１０

９
時
（
月
曜
日
を
除
く
）

申
込
方
法
　
直
接
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
へ
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
募
集

　
沖
縄
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
イ

ル
カ
と
の
ふ
れ
あ
い
、『
美
ら
海

水
族
館
』
見
学
、
カ
ヌ
ー
で
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
観
察
等
の
自
然
体
験
学

習
を
し
ま
す
。
今
年
の
夏
は
沖
縄

で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
友
達
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
　
象
　
小
学
５
年
生
～
中
学

３
年
生
　

募
集
人
数
　
２
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

と
　
き
　
７
月
　

日
　

～
　

日

２５

（水）

２９

　
　
４
泊
５
日
　

（日）参
加
費（
個
人
負
担
分
）　

３
３
、
５
０
０
円
　
（
総
額
は
、

１
３
４
、
０
０
０
円
で
す
が
、
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
・
町
の
助
成
に
よ
り
右

記
金
額
と
な
り
ま
す
）

と
こ
ろ
　
沖
縄
県
北
部
地
区

申
込
期
間
　
５
月
　
日
　
～
　

１５

（火）

２２

日
　（火）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

　
　
　
（
山
　
・
５
５
５
５
）

８４

「
よ
み
む
め
む
じ
か
」
子
ど
も
向

け
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

と
　
き
　
６
月
　

日
　
　
午
前

１６

（土）

　
時
　
分
開
演

１０

３０

と
こ
ろ
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

内
　
容
　
お
話
と
音
楽
を
融
合

さ
せ
た
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料
　
無
料

社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

募
集
人
員
　
１
人

配
置
先
　
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

雇
用
期
間
　
７
月
２
日
　
～
　

（月）

１２

月
　
日
　

３１

（月）

必
要
資
格
　
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

勤
務
条
件
　
週
２
日
（
月
曜
日
・

木
曜
日
を
予
定
）
入
浴
希
望
者
数

等
に
よ
り
時
間
変
動
あ
り

時
　
給
　
９
０
０
円

応
募
期
間
　
５
月
　
日
　
～
 ６

１５

（火）

月
　
日
　

１５

（金）

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

「
臨
時
職
員
申
込
」
と
明
記
し
、

明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提

出
ま
た
は
郵
送
（
〒
３
７
０
・
０

７
０
８
　
新
里
３
１
１－

３
）

問
合
せ
先
　
明
和
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
山
　
・
４
０
１
３
）

８４

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

隔
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（１０）（１０）（１０）

掲掲掲掲掲掲掲掲掲

板板板板板板板板板
示示示示示示示示示

糸
 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

: 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

nnnnnnnnnnnfffffffffffooooooooooorrrrrrrrrrrmmmmmmmmmmmaaaaaaaaaaatttttttttttiiiiiiiiiiiooooooooooonnnnnnnnnnnくくくくくくくくららららららららししししししししにににににににに役役役役役役役役立立立立立立立立つつつつつつつつ様様様様様様様様々々々々々々々々なななななななな情情情情情情情情報報報報報報報報ををををををををくらしに役立つ様々な情報をおおおおおおおおお知知知知知知知知ららららららららせせせせせせせせししししししししまままままままますすすすすすすす知らせします IIIIIIIIIII
 
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

らららららららららららららららららららららららららららららら

お
 
知
 
ら
 
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
  

無
料
フ
ッ
素
塗
布
・
無

料
歯
科
相
談

　
館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会
お
よ

び
市
町
教
育
委
員
会
の
主
催
に

よ
り
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
お
よ

び
虫
歯
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き
  ６
月
３
日
　
　
午
前

（日）

９
時
～
正
午
（
受
付
終
了
）

と
こ
ろ
  館
林
邑
楽
歯
科
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー

内
　
容
  ▼
フ
ッ
素
塗
布
（
４
歳

く
ら
い
～
成
人
一
般
）　
▼
歯

科
相
談
（
虫
歯
・
歯
周
病
・
入

れ
歯
な
ど
の
疑
問
）　
▼
顕
微

鏡
に
よ
る
口
内
細
菌
観
察
　
▼

か
む
力
の
チ
ェ
ッ
ク
▼
口
腔
衛

生
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数

量
限
定
）

問
合
せ
先
　
館
林
邑
楽
歯
科
医

師
会
（
山
　
・
８
８
１
８
）

７３

精
神
保
健
福
祉
「
家
族

教
室
（
統
合
失
調
症
）
」

の
ご
案
内

　
統
合
失
調
症
の
病
気
や
、
福

祉
制
度
、
家
族
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
　
館
林
保
健
福
祉
事
務

所
　
大
会
議
室

対
　
象
　
統
合
失
調
症
患
者
の

家
族
等
（
館
林
市
・
邑
楽
郡
の

か
た
） 
約
　
人
  

３０

参
加
申
込
  館
林
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
係
ま
で
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

山
　
・
３
２
３
０
　
姉
　
・
４

７２

７２

６
２
８

締
め
切
り
  ５
月
　
日
　

３１

（木）

人
事
院
・
関
東
信
越
国

税
局
が
税
務
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
人
事
院
・
関
東
信
越
国
税
局

で
は
、
平
成
　
年
４
月
１
日
採

２５

用
の
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
等
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

受
験
資
格
　
①
平
成
　
 年
４
月

２４

１
日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成

　
 年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は

２５中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の

か
た

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
か
た

試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業

程
度

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

受
験
申
込
期
間
　
６
月
　
 日
　

２６

（火）

午
前
９
時
～
７
月
５
日
　
（
受
信

（木）

有
効
）

申
込
方
法

次
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専

用
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、

説
明
に
従
い
入
力
:
（h

ttp
://w

w
w
.jin
ji-sh

ik
e
n
.g
o
.jp
/ju
k

e
n
.h
tm
l

）

問
合
せ
先
　
人
事
院
 人
材
局
 試

験
課
　
山
０
３
・
３
５
８
１
・
５

３
１
１
内
線
２
３
３
３
　
午
前
９

時
　
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

３０
お
よ
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
）

郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
み

受
験
申
込
期
間

７
月
２
日
　
～
７
月
　
 日
　
（
７

（月）

１０

（火）

月
　
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有

１０
効
）

申
込
方
法

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人

事
院
各
地
方
事
務
局
に
申
込
書

を
提
出
、
な
お
関
東
信
越
国
税

局
管
内
の
試
験
地
を
管
轄
す
る

地
方
事
務
局
は
次
の
と
お
り

【
人
事
院
関
東
事
務
局
】

〒
３
３
０－

９
７
１
２
　
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
番

地
１
　
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁

舎
１
号
館
　
山
０
４
８
・
７
４
０
・

２
０
０
６
～
２
０
０
８

配
布
開
始
　
５
月
　
 日
　

１４

（月）

問
合
せ
先
　
関
東
信
越
国
税
局
 

人
事
第
二
課
試
験
係
　
山
 ０
４

８
・
６
０
０
・
３
１
１
１
 内
線

２
０
９
５
ま
た
は
２
０
９
７
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
等
の
休
日

は
除
く
）

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

担　当テーマ時　間月 日

つつじメンタルホスピタル

院長　後藤幸彦　先生

同院　太田　司　先生他

統合失調症の基礎知識

「病気、治療法、再発防止

リハビリについて」

１３：３０～１６：００
６月６日

（水）

SST普及協会

リーダー　高森信子　先生
家族の対応について１３：３０～１６：００

６月１５日

（金）

館林市役所職員福祉制度について１３：３０～１４：５０
６月１９日

（火） 館林邑楽精神障害者家族会

会長　大塚武於　先生

家族の対応について

「家族として思うこと」
１５：００～１６：００
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（１１）広報めいわ　平成２４年５月１０日

〈
広
告
〉

　
時
間
健
康
テ
レ
ホ

２４ン
サ
ー
ビ
ス

（
山
０
２
７
・
２
３
４
・
４
９
７
０
）

約
３
分
の
健
康
講
話
が
聞
け
ま
す
。

６
月
（
１
日
か
ら
　
日
）

３０

月
　
曜
　
保
険
で
で
き
る
歯
の

　
　
　
　
治
療
範
囲
　
そ
の
２

火
　
曜
　
継
続
的
な
歯
科
受
診

　
　
　
　
の
重
要
性
　

水
　
曜
　
歯
が
し
み
る

木
　
曜
　
歯
周
病
が
糖
尿
病
を

　
　
　
　
悪
化
さ
せ
る

金
　
曜
　
歯
周
病
予
防

土
・
日
曜
　
口
臭
の
悩
み

「
直
接
相
談
タ
イ
ム
」
午
後
７
時

　
分
～
午
後
９
時
　
（
医
師
と

３０直
接
相
談
で
き
ま
す
）

６
日
　
　
皮
膚
科
・
内
科
　

（水）

　
日
　
　
歯
科

１４

（木）

※
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
お
名

前
と
電
話
番
号
を
伺
い
ま
す
。

群
馬
県
訪
問
看
護
支

援
事
業
に
つ
い
て

　
訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
療
養
者
・
家
族
・
看
護
師
・

ケ
ア
マ
ネ
・
病
院
の
か
た
地
域

の
か
た
等
ど
な
た
で
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。
経
験
の
あ
る
看

護
師
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相

談
無
料
・
秘
密
厳
守
）
。

連
絡
先
　
山
０
２
７
・
２
３
０
・

２
０
０
２
　
姉
０
２
７
・
２
３

０
・
２
０
０
３

相
談
日
時
　
火
曜
日
・
水
曜
日

午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時
　

３０

３０

分
　
第
２
、
４
月
曜
日
午
前
９

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

群
馬
県
産
木
材
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー

　
群
馬
県
産
木
材
や
木
造
住
宅
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

木
材
の
生
産
現
場
を
巡
る
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
５
月
　
日
　

２７

（日）

集
合
場
所
　
邑
楽
町
役
場
駐
車

場
午
前
７
時
　
分
集
合
・
午
後
６

５０

時
頃
解
散
予
定

見
学
先
　
富
岡
市
、下
仁
田
町
の

森
林
と
製
材
工
場（
予
定
）

参
加
条
件
　
館
林
市
と
邑
楽
郡

に
お
住
ま
い
の
か
た
　
　
人（
先

４５

着
順
）

参
加
費
　
大
人
１
、０
０
０
円
・

小
学
生
以
下
５
０
０
円（
昼
食
・

傷
害
保
険
料
）

服
装
等
　
運
動
靴
と
動
き
や
す

い
服
装
、雨
カ
ッ
パ
持
参

申
込
方
法
　
代
表
者
の
名
前
、住

所
、大
人
こ
ど
も
の
人
数
、連
絡

先（
携
帯
）を
記
載
の
上
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し

受
付
の
ご
連
絡
を
し
ま
す
。

申
込
先
　
群
馬
県
東
部
県
民
局

桐
生
森
林
事
務
所
林
業
緑
化
係

姉
０
２
７
７
・
　
・
５
１
３
２
    

５４

死k
u
d
o
-y
a
@
p
re
f.g
u
n
n
m
a
.lg
.j

p

日
曜
緑
化
講
座
開
催

　
「
初
夏
に
や
っ
て
お
き
た
い

庭
木
の
 剪
定
 」
を
テ
ー
マ
に
、
初

せ

ん

て

い

夏
に
行
う
剪
定
の
基
本
的
な
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

と
　
き
　
６
月
３
日
　
　
午
前

（日）

　
時
～
正
午

１０と
こ
ろ
　
群
馬
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
邑
楽
町
大
字
中
野
３
９

２
４－

１
）

テ
ー
マ
　
初
夏
に
や
っ
て
お
き

た
い
庭
木
の
剪
定

講
　
師
　
樹
木
医
熊
倉
弘
先
生

募
集
人
数
　
　
人
（
定
員
に
な

６０

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
）

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
５
月
　
日
　
午
前

２１

（月）

８
時
　
分
か
ら
。
電
話
に
よ
る

３０

申
込
受
付
。

※
詳
し
く
は
、群
馬
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
山
　
・
７
１
８
８
）へ
。

８８

出
張
緑
化
講
座
開
催

　
庭
木
の
適
切
な
整
枝
・
剪
定

の
時
期
お
よ
び
剪
定
の
仕
方
と

マ
ツ
の
ミ
ド
リ
摘
み
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

と
　
き
　
６
月
　

日
　
　
午
前

１４

（木）

　
時
～
正
午

１０と
こ
ろ
　
群
馬
県
桐
生
合
同
庁

舎
（
桐
生
市
相
生
町
２－

３
３

１
）

テ
ー
マ
　
知
っ
て
お
き
た
い
庭

木
の
剪
定
と
マ
ツ
の
ミ
ド
リ
摘

み講
　
師
　
樹
木
医
茂
木
清
美
先

生
　

募
集
人
数
　
　
人
（
定
員
に
な

６０

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
）

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
５
月
　
日
　
午
前

２８

（月）

８
時
　
分
か
ら
。
電
話
に
よ
る

３０

申
込
受
付
。

※
詳
し
く
は
、群
馬
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
邑
楽
町
大
字
中
野
３
９
２

４
の
１
山
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

〈
広
告
〉
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（１２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

　４月１２日、明和中学校では新１年生１０３人を

対象に、学校周辺の道路を使用して交通安全教

室が行われました。これは自転車通学となった

新１年生に、自転車の正しい乗り方を指導し、

登下校時の交通事故から守るために行われたも

のです。

　生徒たちは安全確認や、横断歩道を渡る時の

方法などの指導を受け、正しい自転車の乗り方

を学習しました。

正しい自転車の乗り方を学習
中学校交通安全教室

　４月１１日、新規採用の５人に、町内のことを

知ってもらうため、町長と一緒に給食センター

（写真）、こども園、海洋センター、ふるさと産業

文化館等の施設見学を行いました。

　施設を見学した新規採用職員は「町民の皆さ

んが利用する施設を見学することができて、勉

強になりました。今後は、より一層町民の皆さ

んとの相互理解を大切にしたいです」と話して

いました。

町長と一緒に町めぐり
新規採用職員各施設見学

期待に胸おどる入園式
こども園入園式

　４月１０日、こども園の入園式が行われ、保護

者に手を引かれた新入園児８２人が元気に入園し

ました。

　侭田園長は、「友達をつくる３つの魔法の言葉

を教えます。『おはよう』『ありがとう』『さよう

なら』とあいさつがきちんと言える子になりま

しょう」と園児に話していました。

　園児たちは名前を呼ばれると元気よく「はい」

と返事をし、これからの園生活に胸を躍らせて

いました。

夢に向かってスタート
東・西小学校入学式

　４月９日、東・西小学校体育館で入学式が開か

れました。東小３５人、西小７１人の新入生は桜の

咲くなかを、ピカピカのランドセルを背負い、

お父さんお母さんに手を引かれ、期待に胸をふ

くらませて登校して来ました。

   東小の金井校長は新入生に「挨拶や返事をしっ

かりしてください。先生の話をしっかり聴いて

ください。事故や事件に遭わないようにしてく

ださい」と３つのお願いをしました。
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守ろう命・守ろう交通ルール
春の全国交通安全運動

　１０３人の新入生を迎えるように校庭の桜が満

開の４月９日、明和中学校の入学式が行われま

した。

　不安と希望の入り交じる新入生を前に、　藤江

校長は「６年間の小学校生活を土台にして、自分

の良さや仲間の良さを認め合って、意義ある中

学生生活を送ってください」とエールを送りまし

た。

みずから学び深く考える生徒に
明和中学校入学式

　４月１６日、海洋センターで全職員対象に避難

訓練と救急処置訓練を行いました。

　訓練は火災を想定した誘導の仕方や、人形を

使ってAEDの装着方法および心肺蘇生法を実施

しました。訓練を受けた職員は、「スピーディな

連携と的確な対応により、人命を救うことが出

来ることを自覚すると共に、緊急事態が発生し

ないように日頃の監視、指導を徹底したい」と話

ていました。

利用者の安全をわたしたちが守る
海洋センター避難訓練と救急処置訓練

ようこそ！「お茶席」へ
老人福祉センターでお茶会

　４月１２日、町社会福祉協議会が、施設利用者

に日本伝統のお茶を楽しんでもらおうと、老人

福祉センターの和室で、お茶会を催しました。　

　接待役には茶道経験者の社協職員やボラン

ティアのかたがあたり、参加した地域活動支援

センターの利用者は、手作りの上生菓子でお茶

席の雰囲気を楽しんでいました。

　春の全国交通安全運動が４月６日から１５日ま

で実施されました。

   この運動は、次代を担う子どものかけがいの

ない命を、社会全体で交通事故から守るととも

に、交通事故死者の約半数を高齢者が占める現

状から「子どもと高齢者の事故防止」として行

われました。

　



（１４）

みんなの 広場みんなの 広場

じゃがいもだんご味噌汁

材料（４人分）
・じゃがいも　　３００㌘

・水　　　　　　４カップ（ゆで水）

・青ねぎ　　　　３本

・小麦粉　　　　大さじ６

・味噌　　　　　４０㌘

・一番だし　　　３ 1/2カップ

・塩、しょうゆ　少々

　一番だし（材料）

・水　　　　　　４カップ

・昆布　　　　　７～８㌢

・削り節　　　　１５㌘

作り方
①　じゃがいもは四つ切りにしてゆでる。やわらかくなったらお湯を捨て、じゃがいもをころが 

　　し、ホクホクの粉ふきいもにする。

②　木じゃくしなどで、①の粉ふきいもをつぶし小麦粉を混ぜ、だんごに丸める。

③　鍋で一番だしを静かに煮立て、塩としょうゆで味を整える。②のだんごを入れ、浮いてくる

　　まで火を通す。

④　味噌を溶き入れ、みじん切りにしたねぎを加え、火を止め椀に盛る。

　一番だしの取り方　（だしを濁らせず味よく香りよく仕上げる方法）

１.昆布はサッと洗って切り込みを入れ、鍋に昆布と水を入れて５分ほど置く。

２.濁りを防ぐため、ふたをしないで中火にかけ、煮立ち始めたらすぐ昆布を取り出し（濁り、　　

　ぬめり、雑味を避けるため）、削り節を入れ、かき混ぜずにそっと加熱。煮立ったらごく弱火で

　２～３分加熱。火を消して２～３分蒸らし削り節を沈める。

３.ぬらしたペーパータオルまたは布巾をかたく絞り、削り節をこすと澄んで香りのよい、こはく

　色の一番だしができ上がります。

明和町食生活改善推進員協議会の皆さん５２人が

６グループに分かれ、各グループの自慢料理を

紹介します。

Cooking  
レシピ

      　　 　一口メモ
     じゃがいもはアルカリ性の食べ

物です。ビタミンC・B1・B2・カリ

ウムなどが豊富です。カリウムは

体外に塩分を排拙する働きがあり、

高血圧の治療や予防に最適な料理

です。もちもち熱々の美味しい味

噌汁を楽しんでください。

２グループの　小林真紀子さん、　　岡安もと子さん、　　小久保久良さん

 （左上から）　　　蓮見千代子さん、　　石川ヒロ子さん、　　岡安みつ子さん
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まち百景

　　　　明和町役場庁舎　

（切り絵）
作　石川照子

トウダイグサ　　　（トウダイグサ科）

　記　立岡正夫

　名前は燈台草です。道ばたや田の畦などに見られる
草で、茎はみずみずしくて、地面に近い部分は赤味を
帯びています。茎の先端は少し大きめの5枚の葉が輪
生していて、その上に小さな黄色い花が沢山咲きます。
その姿がちょうど燈皿に火を点けたように見えるとこ
ろから名づけられました。折ると乳白色の汁が出ます
が全草有毒です。　　　　　　　　　　　（江口地内）　

　完成して８年目となる役場庁舎は、町民サービ

スの館であると同時に、この庁舎地下は調整池に

なっています。大雨のとき、雨水を一時貯水して

下流へ少しずつ流し、河川の氾濫を防ぐ大切な役

目をしていることを皆さんご存じですか？



（１６）

今月の休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

外科系内　科　系耳鼻科期　日

小曽根整形
（７２）７７０７

みづほクリニック
（２０）１１２２

神尾内科医院
（７５）１２８８

まりレディス
（７６）７７７５

－５月１３日（日）

新橋病院
（７５）３０１１

黛泌尿器科
（６３）７８００

田沼内科医院
（８８）７５２２

多々良診療所
（７２）３０６０

板倉耳鼻
（８０）４３３３

５月２０日（日）

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

湯沢医院
（６２）２２０９

さくらクリニック
（７２）３８５５

ごが内科
（７３）７５８７

－５月２７日（日）

最上胃腸科
（７４）３７６３

いたくら内科
（７０）４０８０

藤原医院
（８８）７７９７

土井レディス
（婦人科のみ）

（７２）８８４１

川田耳鼻
（７２）３３１４

６月 ３日（日）

慶友整形外科
（７２）６０００

かさはら内科
（５５）２５３７

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）７５２２

後藤内科医院
（７２）０１３４

－６月 １０日（日）

館林医院
（７４）２１１２

加藤医院
（８９）１０３１

こやなぎ
（小児科のみ）

（８０）２２２０

さくま内科
（５５）２５００

川村耳鼻
（７２）１３３７

６月 １７日（日）

堀井乳腺外科
（５５）２１００

三浦医院
（６２）２９１７

増田医院
（８２）２２５５

森下内科医院
（７３）７７７６

－６月 ２４日（日）

　                     ○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　              ○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

緊　　　　急
夜　　　　間

（午後７時～午後１０時）
歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）

　               山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午　　
　　午後１時～午後３時　　

（平成２４年４月１日現在）

　　士急　病  　………… １６件
　　士交通事故  …………    ５件
　　士その他  　…………    ５件
　　士合　計　  ………… ２６件

纂自転車へは２ロックで盗難防止

纂一時停止！しっかり止まって安全確認

　士自転車盗　…………   １件
　士非住居侵入窃盗　…   １件
　士住居侵入　…………   １件　

　士人身事故　…………　３件
　士物件事故　…………　９件

　総人口　１１，５１７人　（－４２）
　　男　　　５，７６３人　（－１９）
　　女　　　５，７５４人　（－２３）
　世帯数　　３，８５２世帯（－　５）
　　　　※（　）内の数字は前月比

４月の町の事件事故状況

町の人口と世帯

４月の町の救急車出動回数

【町の無料法律相談】　
と　き　　６月１１日（月）　 午前１０時～正午
ところ　　役場委員会室　
対　象　　明和町民　
担　当　　福島弁護士
受付期間　６月１日（金）から８日（金）までに総務課へ
　　　　　お申し込みください    
　　　　　 ※事前の予約が必要です。
【人権・行政・心配ごと相談】
と　き　　６月１５日（金）　午前１０時～午後３時
ところ　　役場会議室
【年金相談】　
と　き　　６月２１日（木）　午前９時３０分～午後３時
ところ　　館林市役所（山７２・４１１１）
              　  ※事前の予約が必要です。
【健康相談】
と　き　　６月５日（火）　午前９時３０分～午前１０時３０分受付
ところ　　保健センター
対　象　　乳幼児・成人
【乳幼児健診】
と　き　　６月１４日（木）　午後１時～午後２時受付
ところ　　保健センター
対　象　　２２年６月、２３年６・１１月、　２４年２月生

定期相談・健診
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